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Ⅰ 研究の背景とねらい 

 １ 研究の背景 

（１） 調査研究の意義 

教育センターの調査研究は，本市教育水準を高めることを 

目指し，仙台市全体を視野においた教育活動の改善に役立つ 

ような具体的方策を探り，その成果を市内各学校や教育関係 

機関等に提出し，支援を図るとともに，事業の普及・啓発を 

図ることをねらいとする。 

（２） 調査研究事業方針 

① 仙台市教育委員会の方針・重点施策に関連した学校教育 

上の当面する諸課題を重点的に取り上げ，調査研究の成果 

を市内各校に提供するとともに，本市教育の振興及びセン 

ター研修事業の充実に資する。 

② 今日的な教育思潮の動向を見据えながら，児童生徒の実 

態に即した教育活動の工夫改善に役立つ実践的研究を行う。 

③ 平成 20年度からの調査研究は，共同研究校と共に，授業 

 実践を核とした実践的研究を行う。 

  

２ 研究のねらいと構想 

（１） 研究テーマ設定の背景 

① 新しい学習指導要領の基本的な考え方から 

知識基盤社会の到来や，グローバル化の進展など急速に社会が変化する中，次代を担う子ど 

もたちには，幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて判断することや，他者と切磋琢磨しつつ異 

なる文化や歴史に立脚する人々との共存を図ることなど，変化に対応する能力や資質が一層求 

められている。一方，近年の国内外の学力調査の結果などから，我が国の子どもたちには，思 

考力・判断力・表現力等に課題がみられる。これら子どもたちをとりまく現状や課題等を踏ま 

え，平成 17 年４月から，中央教育審議会において教育課程の基準全体の見直しについて審議が 

行われた。 

  この見直しの検討が進められる一方で，教育基本法，学校教育法が改訂され，知・徳・体の

バランス（教育基本法第２条第１号）を重視し，学校教育においてはこれらを調和的に育むこ

とが必要である旨が法律上規定された。さらに学校教育法第 30 条の第２項において，同法第

21 条に掲げる目標を達成する際に，留意しなければならないことが次のように規定された。 

平成 20年度～平成 22年度 調査研究について 

                              仙台市教育センター 
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      ここには，学力の重要な３つの要素が示されている。 

（ア）基礎的・基本的な知識・技能 

（イ）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等 

（ウ）主体的に学習に取り組む態度 

これらを踏まえ，中央教育審議会は平成 20 年１月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」を答申した。 

② 児童生徒の学力・学習状況から 

     国立教育政策研究所の平成 15年度教育課程実施状況調査の結果においては，基礎的・基本的 

な知識・技能の習得を中心に一定の成果が認められるものの，国語の記述式の問題の正答率が 

低下するなどの課題が見られた。 

 平成 15年に実施された経済協力開発機構（OECD）の PISA調査の結果からは，子どもたちの 

学力は，全体としては国際的に上位にあるものの，読解力の低い層の生徒の割合が増加したこ 

とや記述式問題に課題があることなどが指摘された。平成 18年の PISA調査の結果においては， 

読解力については平成 15年の調査結果と同程度であったこと，数学的リテラシーの平均得点が 

低下したこと，科学への興味・関心や楽しさを感じている生徒の割合が低いことなどの課題が 

指摘された。 

 平成 21年に実施された PISA調査の結果においては，読解力，科学的リテラシーは上位グル 

ープにあること，数学的リテラシーは OECD平均より高得点グループに位置していることが示さ 

れた。このうち，読解力については，前回（平成 18年）と比べて平均得点が大幅に上昇するな 

ど改善傾向が見られた。これらは，生徒本人はもとより，家庭，各学校が一体となって学力向 

上に取り組んだ成果の表れだと考えられる。 

 その一方で，各リテラシーともに，世界トップレベルの国々と比べると依然として成績下位 

層の生徒の割合が多いことが示された。また，読解力については，必要な情報を見付け出し取 

り出すこと（「情報へのアクセス・取り出し」）は得意であるものの，情報相互の関係性を理解 

して解釈したり，自らの知識や経験と結び付けたりすること（「統合・解釈」「熟考・評価」）が 

苦手であることが指摘された。 

 また，全国学力・学習状況調査の結果において，例えば，資料や情報に基づいて自分の考え 

や感想を明確に記述すること，日常的な事象について，筋道を立てて考え，数学的に表現する 

ことなど，思考力・判断力・表現力等といった「活用」に関する記述式問題を中心に課題が見 

られた。さらに，知識に関する問題においても引き続き課題が見られるなど，知識を活用する 

力を育成することと合わせ，基礎的・基本的知識・技能も定着させることが重要となっている。 

 

第 30 条 

２ 前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知

識及び技能を習得されるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思

考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養う

ことに，特に意を用いなければならない。 
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③ 仙台市の教育施策から 

仙台市教育委員会では最重点事項の一つに「確かな学力の向上」を掲げ，「確かな学力育成プ 

ラン」を策定している。単にテストの点数を上げることのみを目的とする近視眼的な施策では 

なく，「基礎的な知識及び技能」とそれらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断 

力・表現力等の「応用力」，主体的に学習に取り組む態度である「学習意欲」などを含む広い意 

味での学力，すなわち「確かな学力」を育成するための施策を実施し，子どもたちが社会で生 

き抜く力を身に付けることを目指している。 

（２） 研究テーマのとらえ 

 

 

 

① 「応用力」とは 

「応用力」を，「基礎的・基本的な知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考

力・判断力・表現力等」と捉えた。 

② 「授業の創造」とは 

「応用力」は知的活動や，コミュニケーション，感性・情緒の基盤としての言語の役割を踏ま

えた各教科等における学習活動（基礎的・基本的な知識技能を習得する学習活動，これらの活

用を図る学習活動，総合的な学習の時間を中心とした探究活動）を通してはぐくまれるもので

ある。言い換えれば，教師一人一人が一時間一時間の時間を大切にすることによって，児童生

徒の「応用力」ははぐくまれていく。そこで，教師の実践的指導力の向上に結び付く実践的研

究を指向し，日常の授業づくりに焦点を当てて研究を進めることとした。 

③ 「言語活動の充実」とは 

「言語活動の充実」は新学習指導要領の中で各教科等を貫く重要な改善の視点の一つである。 

本研究では国語科に限らずすべての教科等において，授業の本来のねらいである教科目標を達

成するための手段・方策として捉えた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ 

  応用力をはぐくむ授業の創造 ～各教科等における言語活動の充実を通して～ 

 

              図１ 研究テーマ図 
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Ⅱ 研究の方法 

  １ 研究の基本的な考え方 

    「言語活動」はこれまでの学習活動においても行われてきたものの，思考力・判断力・表現力 

等の応用力をはぐくむという観点から新たなアプローチが求められている。本研究では授業を「言 

語活動」という視点から見つめ，すべての教科等において，授業本来のねらいである教科目標を 

達成するための手段・方策として「言語活動」の充実を図った授業を創造しながら児童生徒の応 

用力をはぐくむことをねらいとしている。 

（１） 学校（五橋中，東二番丁小，片平丁小）と教育センターとの共同研究 

平成 20年度から共同研究校である五橋中学校と，平成 21年度から同一中学校区である東 

二番丁小学校，片平丁小学校を加え，小中の９年間を通して児童生徒の育成を目指す。 

（２） 授業実践を核とした実践的研究 

日々の授業において授業実践を核として，各教科等における言語活動の充実を図った応用 

力をはぐくむ効果的な授業づくりについて，実践的に研究する。 

（３） 平成 20年度から 22年度にわたる継続型の研究 

教育センターの担当指導主事がかかわりながら，共同研究校における授業研究を通して長 

期的かつ継続的に児童生徒の応用力をはぐくむ。 

  ２ 研究計画と研究経過 

                            

共同研究校 五橋中：国・数・道 

     ○「応用力」や「言語活動」の理解 ～新学習指導要領改訂を踏まえて～ 

     ○共同研究校との合同研修会の開催 

       講話「言語活動の充実と『習得・活用・探究』」 

       講師：国立教育政策研究所初等中等教育研究部長 工藤 文三氏 

     ○各教科等の「言語活動」の洗い出し 

     ○言語活動の充実を図った授業提案 

     ○「調査研究検討協議会」の実施 

     ○研究紀要「教育はいま」16号の発行            

 

 

     共同研究校 五橋中：理・社・英 

           東二番丁小，片平丁小：国＋算・理・図・道 

○言語活動の充実を図る視点と各教科等の言語活動の具体例についての検討 

○共同研究校との合同研修会の開催 

 講師：静岡県袋井高等学校 教諭 鈴木 秀幸氏 

    横浜国立大学 教授 高木 展郎氏 

    横浜国立大学附属教育実践総合センター  

研究員 三浦 修一氏 

○授業実践事例の検討・提案 

◆平成 20 年度（第一年次）：研究基盤づくり 

◆平成 21 年度（第二年次）：言語活動の充実を図った授業実践 
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     ○「９年間で育成を目指す子ども像作成部会」の開催 

     ○「調査研究協議会」の実施 

     ○研究紀要「教育はいま」17号の発行 

 

 

    共同研究校 五橋中：全教科 

          東二番丁小：国・算・理・社・道  片平丁小：国・算・社・道 

     ○言語活動の授業実践の充実と浸透 

     ○研究連携部会の開催 

     ○「言語活動の充実」が図られた授業の公開 

      東二番丁小学校：平成 22年 10月 22日（金） 

      五橋中学校  ：平成 22年 11月 ９日（火） 

      片平丁小学校 ：平成 22年 11月 30日（火） 

     ○「調査研究協議会」の開催 

 

Ⅲ 研究の内容 

 １ 研究の視点 

  言語活動の充実を図った授業実践のために，授業づくりのポイントを整理した。それらは，児童生 

徒の発達の段階を押さえたもの，教科等の特質を踏まえたもの等に分類される。共同研究校の特色を 

生かしながら共通の視点をもって研究に取り組んだ。 

（１） 応用力をはぐくむために重視したい学習プロセスについて 

児童生徒に求められる学力観が，「覚える」ことから「考える」ことにシフトしてきている状 

況から，応用力をはぐくむために重視したい学習プロセスを指導過程に取り入れることとした。 

それぞれのプロセスにおける概念は，以下のとおりである。 

プロセス  内     容 

思考 観察や記憶によって頭の中に蓄えられた内容をいろいろに関係付け，新しい関

係を作り出すこと。 

発信 問題解決を促進するために，自分の考えを順序立てたり，系統立てたりしなが

ら自分の考えを言語に表すこと。 

交流 言語を介して，自分と他者が互いに行き来し，交わること。 

「受信」のみで終わることなく，論理的に個性的に「発信・交流」する過程で，

「受信」能力がより鍛えられ，豊かな「発信」と課題発見・解決の能力も育て

られると考える。 

再考 問題解決を行う場面や交流などを通して，既有の知識や経験を基に，関係付け

を行いながら知識の再構築を行ったり，新たな関係性を見出したりすること。 

発信 他との考えを交流し再考することで，振り返って考え直したことなど再構築し

た自分の思いや考えを他者に向かって発すること。 

◆平成 22 年度（第三年次）：言語活動の充実を図った授業の実践と浸透，公開 
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 （２） 小中９年間で応用力の育成を目指す子ども像について 

 言語活動の充実を図る視点として，＜考える＞＜表現する＞＜交流し再考する＞場面を重視し， 

小中学校９年間を通して育成を図っていくものとした。これは，児童生徒の言語活動の質的な転 

換点を段階性のある具体的な子どもの姿で指標を記述したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９年間で育成を目指す子ども像は， 

本時のねらいにつながり，「評価」の 

視点になっていく。 

 

 

  

（３） 国語科と他教科等の連携について 

国語科においては，言語の果たす役割を踏まえて，的確に理解し，論理的に思考し表現する能 

力，互いの立場や考えを尊重して伝え合う能力を育成することや我が国の言語文化に触れて感情 

や情緒を育むことが重要である。そのためには，「話すこと・聞くこと」や「書くこと」，「読む 

こと」に関する基本的な国語の力を定着させたり，発達の段階に応じて，記録，要約，説明，論 

述といった言語活動を行う能力を培う必要がある。 

 各教科等においては，国語科で培った能力を基本に，それぞれの教科等の目標を実現する手だ 

てとして，知的活動（論理や思考）やコミュニケーション，感性・情緒の基盤といった言語の役 

割を踏まえて，言語活動を充実させなければならない。 
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（４） 言語活動の充実を図った授業づくりのポイントについて 

      前述の取り組みを授業づくりに生かせるように，「言語活動の充実を図った授業づくりのポイ 

ント」を作成した。教科等の特性を生かしながら，共通の視点を押さえ授業づくりができるよう 

に考えた。 
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Ⅳ 研究の成果と課題 

今回の調査研究は，前述の通り授業実践を核とした実践的研究とした。三年間の取組を以下の表に 

まとめた。研究の成果の具体は，共同研究校の実践研究の資料に詳しく示されている。 

 

＜３年間の調査研究のまとめ＞ 

研究，実践内容 ○成 果 ・課 題 ◇方 策 

研究構想，研究テーマ図 ○言語活動の役割のとらえ，授業における

言語活動の充実の位置付けの明確化が図ら

れた。 

 

ステップアップシート ○言語活動の充実を通してどのような力を

付けたいのか明確にすることの確認ができ

た。 

・各教科の評価に使うには，視点が不明瞭。 

◇国語科で培った力と他教科との関連が見え

るものにすれば，活用の範囲が広がる。 

学習プロセスの重視 ○各教科で言語活動を取り入れた授業をつ

くっていく場合の基本理解として有効であ

ることが，共同研究校の実践からわかった。 

・「課題をもつ」視点の欠落，矢印の向き等現

状にそぐわない部分も出てきた。 

◇学習プロセスではなく，拡散的思考・収束

的思考の明確化とそれに見合う学習形態の取

り入れ方等もう尐し踏み込む必要性がある。 

国語科と他教科との連携 ○「国語科の言語活動例 内容の系統（小・

中学校）」を資料に示し，他教科の年間指導

計画等に位置付けていくことの大切さを確

認した。 

・言語活動例の具体的なとらえが不十分。 

◇言語活動例のとらえがより明確になれば，

各教科等における関連性も位置付けやすい。 

三校の研究から ○児童生徒自ら考える授業，児童生徒が進

んで説明し合う授業，児童生徒同士が話し

合い学び合う授業を目指した授業づくりが

できた。 

○学校全体での共通した取り

組みが，児童生徒の表現力を高

めるのに有効だった。 

○「説明する力」における， 

具体的に身に付けさせたい力 

が明確になった。 

○「説明する力」と思考力・判断力・ 

表現力等の関連性が図られた。 

○研究授業のシステム化が提案でき 

た。 

・知識，技能を活用する学習活動の明確化を

掲げたが，各教科等のとらえ方のばらつきや

言語活動の位置付けが不明確な部分が見えて

きた。 

◇上述の方策に関連させ，今後検証していき

たい。 

・説明する力で積み重ねてきた，伝え合う力

や分かり合う力を各教科等の中でどう関連さ

せるのか不明確である。 

◇三年間の取組を整理し，より分かりやすい

モデルを作成していきたい。 

・言語活動の充実が，思考力・判断力・表現

力等の育成にどのようにかかわっていくのか

より明確になるとわかりやすい。 

◇上述のとおり，これまでの実践を生かし，

わかりやすいモデル（例）に整理したい。 

 

東
二
小 

話
合
い
名
人
【
５
・
６
年
】 

相
手
の
意
図
を
つ
か
み
な
が
ら
聞
く
。 

・
要
点
を
メ
モ
し
な
が
ら
聞
く 

自
分
と
違
う
考
え
に
気
付
い
て
、
自
分
の
考
え
を
見
直
す
。 

・「
○
○
さ
ん
は
～
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は
～
と
考
え
ま

す
。」 

の
よ
う
に
考
え
を
引
用
し
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
話
し
方
を
す
る
。 
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 文部科学省は，総合的な学習の時間を核とした課題発見・ 

解決能力，論理的思考力，コミュニケーション能力等の向上 

に資する指導の在り方について，『今，求められる力を高める 

総合的な学習の時間の展開（総合的な学習の時間を核とした 

課題発見・解決能力，論理的思考力，コミュニケーション能 

力等向上に関する資料）』（平成 22年 11月）を作成しており， 

平成 23年１月 12日に出された「言語活動の充実に関する指 

導事例集【小学校版】」も合わせ，この調査研究の成果を関連 

させながら効果的に活用する方法を探っていきたい。 
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＜実践授業での指導案形式について＞ 

  共同研究校の特色を生かした研究実践であるが，公開研究会の時に共通の視点で授業を参観できる

よう指導案を工夫した。指導案作成のねらいは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

 

 

 

「指導のねらい」，「手だて，提案」が

分かるように！ 

「評価場面」と「評価方法」が分かるよ

うにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

○知識・技能を活用する「能力」の具体化 

○課題（問題）解決型の学習展開 

○言語活動を通して育成したい力は「教科で育成した

い能力」の観点で評価 


